
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

20 −04 日本理 科教育学会 （2011）

川 の 水の 自浄作用を題材 と した環境教育の 実践効果

　　　　　　　　　　　　 長友 大 幸

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NAGATOMO　Hirovuki

　　　　　　　　　 埼玉 学園大学人間学部

【キ ーワー ド】　 水 の 自浄作用，環境教育，生 徒 の 意識，実践効果

1　 は じめに

　理科におけ る環境教育では ， 身近 な環境に係わ

る題材を用 い て 生徒が考え ，
正 し い 判断力 を養 う

こ とが で きるよ うな学習 の 実践 が 重要 で ある と考

える。 本研究で は ，　 「自然 と人間」 の 学習の まと

めとして，既往 の 研究
1）
を参考に，身近 な川 の 水

の 自浄作用 を授業の 題材 として取 り上 げた。そ し

て ，水が浄化 され るよ うす を観察 ・実験を通 して

生徒が 自らの 目で 見て体感する こ とで，環境に関

する 日常的な取 り組みに対する意識に ， どの よ う

な変容をもた らすかを探 っ た。

2　研究方法

（1）授業実践

　川か ら採取 し て きた水を用 い て 実験を行 い ，エ

ア レーシ ョ ン の有無，川石 の 有無に よる浄化 の 違
い を調べ た。そして ，川 の 中の 微生物の はた らき

や流水の は た らき に よ る 自浄作用 と結び つ け て考

察 させた 。 自然の仕組みを生徒が正 しく理解する

こ とで ，環境に配慮 した行動が誘発 され ると考え

た。なお，本授業実践は，2008 年 ll 月に実施 した。

（2）生徒の意識調査

　筆者らの 研究
2）を参考と して，生徒へ の ア ン ケ

ー
トを実施 し，環境へ の 関心，環境に関す る 日常

的な取 り組 み等をたずねた。ア ン ケ
ー

ト用紙 の 配

布 は，3年生 の 授業実施 クラ ス （履修者）お よび無

実施 の 1 クラ ス （非履修者）に対 して行 っ た。ク

ラス ごとに 44 部ずつ 用意 し， 理科 の 授業時間内に

配布 して 実施 し，15分の 回答時間後に回収する方

法を とっ た 。
プ レ テ ス トが 2008 年 4N 下旬 ，

ポ ス

トテ ス トが 2009 年 2 月下旬にそれぞれ実施 した 。

3　結果および考察

（1）授業実践

（i）エ ア レ
ー

シ ョ ンの有無による浄化 の比較

　採取 した水を水槽に入れ，
一方にはエ ア レ

ー
シ

ョ ン を し， も う
一方はそ の まま手 を加えずに放置

した 。
3 日後 に COD

，
　 NH 　4

＋

，
　 NO 　2

一
をパ ッ クテ ス

トによ り調べ た とこ ろ ，
エ ア レ

ー
シ ョ ン を行 っ た

水槽 の 水 の み が浄化され て い る結果を得 た 。 なお ，

採取した水の COD は 20ppm で あっ た。

（ii）川石の有無による浄化の比較

　採取 した水を A〜C の 3 つ の 水槽に分け，A ［デ

ン プ ン 少量 ＋ エ ア
ー

」 ，B 「デ ン プ ン 少量 ＋川 石 ＋

エ ア ー1 ，C 「デン プ ン多量＋川石 ＋ エ アー
」 と し

た。そ して，3 日後に COD，　 NH41 ，ヨ ウ素反応お

よ び ベ ネジ ク ト反 応な ど を調べ た。そ の結果，A

は ヨ ウ素反応 の み を示 し，B は い ずれ の 反応 もな

く，C は ヨ ウ素，ベ ネジク トの 両反応を示す とい う

異な っ た結果が得 られた。こ の 結果は，デ ン プ ン

が少量であれ ば川石 の 付着微生物によ り水が浄化

され るが，限度をこ えると自浄作用で は完全に浄

化で きない こ とを示 して い ると捉 えられるv

（2）生徒の意識

（i）環境問題へ の関心

　環境問題 へ の 関心 につ い て たず ねた とこ ろ ， 履

修者，非履修者 ともに 4 月には約 85％，
2 月には約

92％ の 生徒に関心 が 「ある」 との 結果 で あっ た。

こ の こ とか ら，本授業実践の 有無にかかわ らず ，

多くの 生徒は環境問題 に関心があ るとい える。関

心 の 1高い 生徒に適切 な教材を用意し，指導 ・助言

を行 う教師 の 役割 は重要 で ある と考えられ る。

（iD 環境に関する 日常的取り組み

　 ゴ ミの 分別や リサイクル な ど， 環境に関す る 日

常的な取 り組み を知 るための 10項 目につ い て ，
「す

で に取 り組ん で い る」 ，　 「今後取 り組み た い 」 ，

「特 に 関心がな い 」 か ら選択 させ る手法で 生徒に

尋ねた 。 そ の 結果，全体的に 日常生活にお ける意

識 び）高さが窺え，環 境問題 へ の 関心 の 高さが，日

常的な取 り組み に現れ てい るもの と推察された。

　次 に，履修者 ・非履修者間 の 意識の 差を見るた

め ，
フ ィ ッ シ ャ

ー
の 正確確率検定を行っ た 。 そ の

結果 ポ ス トテ ス トで 「川や海の 水 を汚さない （洗

剤や廃液などをむやみに流さな い ）」の 項 目に履修

者 ・非履修者間の 有意差が認め られ ， 履修者 の 「す

で に取 り組 ん で い る」 割合が高くなっ て い た。 こ

の こ とは，川 の 水 の 自浄作用 を題材 とした本学習

の 実践効果が現れた もの と思われ る。

　本授業の 実践に際し，大阪教育大学の 大仲政憲
先生 には多くの ご助言 をい ただきま した。こ こ に

御礼を申し上げます 。
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